




高知地区版

暖房機のメンテナンスはお済ですか？

写真１ 防風ネットの展張事例 写真２ 斜材（筋交いパイプ）による補強事例

省エネ対策へのチェックポイント

ポイント 暖房機の缶体清掃をしていますか？

１

ポイント 燃焼部（バーナー）をきれいにしていますか？

ご不明な点がありましたら、春野農機センター（088－894－5290）までご相談ください。

２

暖房機の経年劣化による暖房効率の低下や故障などのトラブル発生を最小限に抑えて長期間使用するためには、
定期的な点検や清掃が欠かせません。定期的にメンテナンスを行うことにより暖房機の加温能力を最大限に引き
出すとともに、省エネルギー対策に努めましょう。

A重油に含まれる不純物（硫黄や灰分）は燃焼後、缶体内部に堆積します。そのまま放置すると煙管
が詰まり黒煙が出たり、不着火の原因になります。１年に１回は、必ず缶体の掃除を行いましょう。

燃焼部（バーナー）の汚れにより燃焼状態が悪化すると燃費が悪くなったり缶体寿命が縮まる恐れが
あります。ノズル周辺はノズルの交換（シーズン毎推奨）とともにシーズン前には清掃をおこない、
汚れが落ちにくい場合は灯油や油汚れ用のクリーナーなどを使用しましょう。

台風被害などに備えましょう

台風接近前までに行う事前対策

○情報収集
　・最新の気象情報、警報、注意報を常にチェックする。
○周辺整備
　・ハウスの周辺はよく整理し、風に飛ばされやすいものは片付けておく。
　・燃料タンクやガスボンベなどをしっかり固定し、燃料コックは閉めておく。
　・ハウス周辺の排水対策をしっかりと行い、ハウスの谷樋、縦樋などのゴミは取り除いておく。
○破損・倒壊対策
　・被覆資材のたるみや破れがないか確認する。
　・マイカ線のほつれや被覆材の止め金具のゆるみを確認する。
　・ハウスの周辺に防風ネットを張る（写真１）。
　・換気部（サイド部、谷部）、被覆資材の隙間などの風の吹き込み口となる箇所があればふさぐ。
　・斜材を設置するなど、風を強く受ける部分の補強を行う（写真２）。
　・ハウスの出入り口の補強（かんぬきなど）や戸締まりを行う。
　・換気扇のあるハウスは換気扇を回してフィルムを引きつけておくとよい（吸入口は閉じておく）。

○停電対策
　・タンクにかん水用の水を貯めておく。
　・自動換気（天窓、側窓）・遮光カーテンの手動開閉の操作器具や足場を準備しておく。
　・非常用発電機を養液栽培装置、環境制御装置に接続する（発電機を持っている場合）。

台風通過後の事後対策

　・早急に施設を見回り、破損箇所があった場合補修する。
　・窓の自動開閉装置の電源は元に戻し、換気を図り、施設内の高温を防止する。
　・施設および施設周辺の排水を積極的に図る。
　・作物への泥の跳ね上がりが多い場合は、動力噴霧機などで洗い流す。
　・潮風を受けた場合には、台風通過後直ちに散水して茎葉に付着した塩分を洗い流す（温度や日射量が高くな
　　ると被害が大きくなる）。
　・傷口より病原菌が侵入しやすいので、天候を見計らって薬剤散布を行う。
　・作物によっては、即効性の窒素、加里を利用し、草勢の回復を図る。液肥の施用や葉面散布を行うのも効果
　　がある。

今年も台風の季節がやってきました。
今回は農業用ハウスを中心とした、台風襲来時の対策のポイントについてお知らせします。

台風の襲来直前になってあわてて対策を行おうとしてもなかなか対応できません。
施設は普段からメンテナンスを怠らないようにしましょう。

高知農業改良普及所より

問い合わせ先：中央西農業振興センター高知農業改良普及所
（TEL.088－861－0711）（FAX.088－861－0660）

高知農業ネットにも
台風・強風対策の情報が
ありますのでご確認ください。
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